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を
受
け
て
、
福
島
事
務
局
長
は
要

望
書
案
作
成
に
当
た
り
、
最
重
点

事
項
で
あ
る
経
常
費
助
成
へ
の
補

助
拡
充
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
な
ど
私
立
学
校
施
設
設
備
費

の
拡
充
・
強
化
に
つ
い
て
、
例
年

以
上
に
強
く
求
め
て
い
く
と
説

明
。
無
償
化
が
議
論
さ
れ
て
い
る

高
等
教
育
、
幼
児
教
育
だ
け
で
な

く
、
私
立
中
高
校
へ
の
支
援
も
一

層
拡
充
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
と

し
た
。
な
お
、
概
算
要
求
に
向
け

た
要
望
書
は
六
月
二
十
八
日
開
催

予
定
の
私
学
助
成
委
員
会
で
協
議

し
、
七
月
の
常
任
理
事
会
を
経
て

ま
と
め
ら
れ
る
予
定
。

　

続
く
部
会
（
委
員
会
）
報
告
で

は
、
福
島
事
務
局
長
が
私
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
に
つ
い
て
報
告

し
、
広
島
県
の
私
立
高
校
か
ら
平

成
二
十
九
年
六
月
に
発
生
し
た
落

雷
事
故
に
伴
う
見
舞
金
申
請
が
あ

り
、
同
基
金
の
運
営
規
則
に
基
づ

き
三
十
万
円
の
災
害
見
舞
金
を
贈

は
吉
田
会
長
が
各
役
員
の
希
望
、

こ
れ
ま
で
の
継
続
性
、
地
域
性
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
決
定
し

た
も
の
。

　

平
成
三
十
一
年
度
私
学
関
係
政

府
予
算
概
算
要
求
に
関
し
て
、
吉

田
会
長
は
、
消
費
税
増
税
に
対
応

す
る
に
は
、
就
学
支
援
金
、
私
学

助
成
金
の
拡
充
が
不
可
欠
で
あ
る

と
す
る
私
学
助
成
の
在
り
方
や
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
１
８
」（
骨
太
の
方
針
）

に
お
い
て
私
立
中
学
校
教
育
へ
の

投
資
と
い
う
観
点
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
。
概

算
要
求
に
向
け
て
、
私
立
中
高
の

立
場
か
ら
し
っ
か
り
と
意
見
を
述

べ
た
い
と
し
、
引
き
続
き
、
公
私

間
格
差
の
是
正
に
取
り
組
む
姿
勢

を
示
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
意
識

員
、
地
区
推
薦
常
任
理
事
の
運
営

役
員
選
任
に
伴
う
補
充
常
任
理

事
、
会
長
推
薦
の
常
任
理
事
等
を

報
告
し
、
常
任
理
事
会
が
選
任

し
た
。
こ
れ
ら
の
人
事
は
理
事
会

の
選
任
事
項
だ
が
、
五
月
十
五

日
の
理
事
会
で
選
任
権
限
が
委

譲
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
平
成

三
十
・
三
十
一
年
度
の
運
営
役
員

は
、
吉
田
晋
会
長
、
堀
井
基
章
副

会
長
、
近
藤
彰
郎
副
会
長
、
山
中

幸
平
副
会
長
、
新
田
光
之
助
副
会

長
、
鈴
木
康
之
常
任
理
事
、
工
藤

誠
一
常
任
理
事
、
平
方
邦
行
常
任

理
事
、
長
塚
篤
夫
常
任
理
事
、
摺

河
祐
彦
常
任
理
事
、
中
川
武
夫
常

任
理
事
、
福
島
康
志
常
任
理
事
。

　

続
け
て
平
成
三
十
・
三
十
一
年

度
会
務
分
掌
が
報
告
さ
れ
、
各
部

会
長
等
が
決
定
し
た
。
会
務
分
掌

　

本
連
合
会
は
六
月
五
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
平
成

三
十
・
三
十
一
年
度
第
一
回
常
任

理
事
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
日
の

議
題
は
、
①
平
成
三
十
・
三
十
一

年
度
役
員
等
人
事
（
追
加
）、
②

平
成
三
十
・
三
十
一
年
度
会
務
分

掌
、
③
平
成
三
十
一
年
度
私
学
関

係
政
府
予
算
概
算
要
求
へ
の
対

応
、④
部
会
（
委
員
会
）
報
告
等
。

　

は
じ
め
に
福
島
事
務
局
長
が
役

員
等
人
事
に
つ
い
て
、
会
長
の
会

務
執
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
運
営
役

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
５
月
の
理
事
会
・
評
議
員
会�

２
面

私
立
中
学
・
高
校
生
徒
数
調
査
結
果�

３
面

平
成
30
年
度
都
道
府
県
私
学
助
成
単
価�

４
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

平
成
30
・
31
年
度
役
員
体
制
が
確
定

第
１
回
常
任
理
事
会
を
開
催

平成30・31年度任期
第１回常任理事会

平成 30年度会務分掌　　　　　　　（敬称略）
部会名 委員会名 委員会委員

私学振興部会
部会長　　近藤　彰郎
副部会長　新田光之助

私学助成委員会
委員長　近藤　彰郎

西岡憲廣（北海道）松良千廣（宮城）鈴木康之（茨城）
高橋あゆち（東京）長谷川了（静岡）石田正城（愛知）
森眞太郎（大阪）古田圭一（山口）中村道郎（愛媛）

教育制度部会
部会長　　平方　邦行
副部会長　摺河　祐彦

教育制度委員会
委員長　平方　邦行

松谷茂（東京）桜井達雄（長野）大谷恩（愛知）　
北村聡（京都）和田孫博（兵庫）實吉幹夫（東京）

義務教育委員会
委員長　平方　邦行

森涼（福島）清水哲雄（東京）和田孫博（兵庫）
中川武夫（東京）

調査研究部会
部会長　　長塚　篤夫
副部会長　山中　幸平

生徒収容委員会
委員長　長塚　篤夫

九里廣志（山形）野口秀樹（群馬）中川進（埼玉）
嵯峨実允（東京）梅村光久（三重）村上靖平（大阪）
村崎正人（徳島）川島英和（鹿児島）

調査委員会
委員長　山中　幸平 森涼（福島）山本綱義（京都）小山康直（大分）

総務広報部会
部会長　　堀井　基章
副部会長　鈴木　康之

総務広報委員会
委員長　堀井　基章 森本正夫（北海道）西村清（千葉）上田祐規（熊本）

会計部会
部会長　　工藤　誠一

会計委員会
委員長　工藤　誠一

森本純生（群馬）髙木茂（神奈川）嵯峨実允（東京）
添田昌邦（宮崎）

特別部会
部会長　　吉田　　晋

創立 70 周年
記念事業実行委員会
委員長　近藤　彰郎

森涼（福島）鈴木康之（茨城）工藤誠一（神奈川）
平方邦行（東京）長塚篤夫（東京）摺河祐彦（兵庫）
山中幸平（広島）

呈
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ

の
ほ
か
、
近
藤
副
会
長
が
、
自
身

が
委
員
を
務
め
る
、
文
部
科
学
省

の
学
校
法
人
制
度
改
善
小
委
員
会

に
関
し
て
、
論
点
と
な
っ
て
い
る

①
学
校
法
人
に
お
け
る
情
報
公
開

の
在
り
方
、②
評
議
員
の
取
扱
い
、

③
監
事
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
近
藤
副
会
長
は
、
学
校

法
人
の
規
模
や
現
場
の
実
態
を
顧

み
ず
に
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
、

「
文
科
省
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
通
じ
て
私
立
中
高
の
考

え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
」
と

述
べ
た
。
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近
藤
彰
郎
・
八
雲
学
園
中
学
高
等

学
校
理
事
長
・
校
長
、
中
部
地
区

＝
石
田
正
城
・（
学
）
名
古
屋
石

田
学
園
理
事
長
、
近
畿
地
区
＝
北

村
聡
・
京
都
外
大
西
高
等
学
校
理

事
・
校
長
、
中
国
地
区
＝
山
中
幸

平
・（
学
）
山
中
学
園
理
事
長
、

四
国
地
区
＝
中
村
道
郎
・
愛
光
中

学
高
等
学
校
校
長
、
九
州
地
区
＝

新
田
光
之
助
・
筑
陽
学
園
中
学
高

等
学
校
理
事
長
・
高
校
長

　

続
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
事

業
報
告
案
並
び
に
決
算
報
告
案
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
福
島

事
務
局
長
に
よ
る
説
明
の
後
、
平

成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
の
山
本

監
事
が
決
算
書
の
会
計
処
理
が
正

確
か
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
報
告
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
三
十
・
三
十
一
年
度
の
正

副
会
長
は
、
次
の
通
り
。

　
［
会
長
］
吉
田
晋
・
富
士
見
丘

中
学
高
等
学
校
理
事
長
・
校
長（
全

国
）

　
［
副
会
長
］
北
海
道
地
区
＝
森

本
正
夫
・（
学
）
北
海
学
園
理
事

長
、
東
北
地
区
＝
松
良
千
廣
・
常

盤
木
学
園
高
等
学
校
理
事
長
・
校

長
、関
東
地
区
＝
堀
井
基
章
・（
学
）

堀
井
学
園
理
事
長
、
東
京
地
区
＝

で
選
任
さ
れ
た
地
区
選
出
常
任
理

事
を
報
告
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
評
議

員
会
を
一
時
中
断
し
て
別
室
で
監

事
候
補
者
選
衡
委
員
会
を
開
催

し
、
候
補
者
の
選
衡
を
行
っ
た
。

選
衡
結
果
に
つ
い
て
は
、
再
開
し

た
評
議
員
会
で
審
議
し
、
承
認
さ

れ
た
。
最
後
に
、
吉
田
会
長
が
田

村
前
会
長
の
顧
問
の
委
嘱
を
報
告

し
た
。

　

第
百
五
十
三
回
評
議
員
会
で

は
、
慣
例
に
よ
り
吉
田
会
長
が
引

き
続
き
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

　

平
成
三
十
・
三
十
一
年
度
役
員

人
事
に
つ
い
て
は
、
福
島
事
務
局

長
が
都
道
府
県
か
ら
報
告
さ
れ
た

加
盟
団
体
代
表
者
理
事
、
施
行
細

則
理
事
、
評
議
員
の
選
出
結
果
を

報
告
。
続
け
て
全
国
九
地
区
の
副

会
長
の
選
出
結
果
と
前
の
理
事
会

及
び
運
営
役
員
選
任
に
伴
う
補
充

常
任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

会
則
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
六
月
五
日
の
第
一
回
常

任
理
事
会
に
理
事
会
の
権
限
を
委

譲
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

案
・
同
決
算
報
告
案
に
つ
い
て
は
、

評
議
員
会
で
一
括
提
案
、
審
議
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
会
長
推
薦
常
任
理
事
等

立
中
高
が
生
徒
に
選
ば
れ
る
学
校

と
な
る
よ
う
環
境
作
り
に
励
み
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、
吉
田
会
長
が
議
長
に

就
き
、
報
告
・
審
議
が
進
め
ら
れ

た
。
こ
の
う
ち
常
任
理
事
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
福
島
事
務
局
長
が

各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
常
任
理

事
候
補
者
及
び
特
例
常
任
理
事
で

あ
る
全
退
連
会
長
、
日
私
教
研
所

長
、中
高
連
事
務
局
長
を
報
告
し
、

審
議
の
結
果
、
選
任
さ
れ
た
。
そ

の
ほ
か
、加
盟
団
体
代
表
者
理
事
、

施
行
細
則
理
事
の
選
出
及
び
顧
問

の
委
嘱
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。

　

本
連
合
会
は
五
月
十
五
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第

百
八
十
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
日
は
平
成
三
十
・
三
十
一

年
度
任
期
の
初
め
て
の
会
議
。
冒

頭
、
吉
田
会
長
は
「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
で
活
用
さ
れ
る
英
語
の

民
間
検
定
資
格
に
つ
い
て
は
、
高

校
三
年
生
の
四
月
か
ら
十
二
月
に

受
検
し
た
二
回
に
限
る
と
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

国
家
公
務
員
試
験
で
す
ら
過
去
五

年
以
内
に
取
得
し
た
英
語
の
民
間

検
定
資
格
を
活
用
し
て
お
り
、
こ

の
制
限
を
設
け
る
理
由
に
は
ま
る

で
説
得
力
が
な
い
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
で
は
、
私
立
大
学
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
の
見
直
し
の
た
め
検

討
会
を
設
置
し
て
お
り
、
近
藤
副

会
長
に
は
委
員
の
立
場
か
ら
大
学

の
規
制
強
化
が
高
校
以
下
に
及
ば

な
い
よ
う
私
立
中
高
の
考
え
を
主

張
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
二
年

間
の
会
長
任
期
に
あ
た
っ
て
は
、

近
藤
先
生
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
つ
つ
、
各
私

平成 30・31 年度役員一覧
（敬称略）

平成 30年６月５日
【会長】

全国 － 吉田　　晋
【副会長】

北海道 北海道 森本　正夫
東北 宮城 松良　千廣
関東 神奈川 堀井　基章
東京 東京 近藤　彰郎
中部 愛知 石田　正城
近畿 京都 北村　　聡
中国 広島 山中　幸平
四国 愛媛 中村　道郎
九州 福岡 新田光之助

【常任理事】
北海道 北海道 西岡　憲廣

東北
山形 九里　葊志
福島 森　　　涼

関東

茨城 鈴木　康之

群馬
野口　秀樹
森本　純生

埼玉 中川　　進
千葉 西村　　清

神奈川
工藤　誠一
髙木　　茂

東京 東京

清水　哲雄
平方　邦行
長塚　篤夫
松谷　　茂
高橋あゆち
嵯峨　実允

中部

長野 桜井　達雄
静岡 長谷川　了
愛知 大谷　　恩
三重 梅村　光久

近畿

京都 山本　綱義

大阪
森　眞太郎
村上　靖平

兵庫
摺河　祐彦
和田　孫博

中国 山口 古田　圭一
四国 徳島 村崎　正人

九州

熊本 上田　祐規
大分 小山　康直
宮崎 添田　昌邦

鹿児島 川島　英和

特例 －
實吉　幹夫
中川　武夫
福島　康志

【監事】

全国 －
田沼　光明
山本与志春
寺部　　曉

平
成
30
・
31
年
度
常
任
理
事
を
選
任

第
180
回
理
事
会
を
開
催

副
会
長
人
事
を
承
認
、
監
事
３
人
選
任

第
153
回
評
議
員
会
を
開
催
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程
が
千
七
十
五
人
だ
っ
た
。

　

県
単
位
で
は
、
入
学
者
数
が
前

年
度
よ
り
増
え
た
の
は
九
道
県
、

減
少
し
た
の
は
三
十
八
都
府
県

だ
っ
た
。
入
学
者
数
の
減
少
県
は

前
年
度
調
査
に
比
べ
十
二
県
増
え

て
お
り
、
よ
り
多
く
の
県
で
入
学

者
数
が
減
少
し
た
。
入
学
者
数
の

減
少
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
大

阪
府
で
六
百
二
人
、
以
下
、
広
島

県
の
三
百
九
十
七
人
、
栃
木
県
の

三
百
六
十
五
人
、
岩
手
県
の
三
百

四
十
二
人
、
奈
良
県
の
三
百
三
十

八
人
な
ど
。
一
方
、
生
徒
数
の
増

加
数
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
北

海
道
の
二
百
十
五
人
、
以
下
、
千

葉
県
の
百
九
十
九
人
、
香
川
県
の

百
七
十
五
人
、
神
奈
川
県
の
百
四

十
七
人
、
鹿
児
島
県
の
八
十
二
人

な
ど
だ
っ
た
。

　

私
立
高
校
の
総
生
徒
数
は
百
四

万
三
百
三
十
六
人
で
、
前
年
度
と

比
べ
三
千
五
百
九
十
人
の
減
少
。

　

私
立
中
学
校
の
三
十
年
度
入
学

者
数
は
八
万
一
千
九
十
五
人
で
、

前
年
度
に
比
べ
二
百
三
十
二
人
増

加
し
て
い
た
。
入
学
者
数
が
前
年

度
と
比
べ
増
加
し
て
い
た
県
は
二

十
四
都
府
県
で
、
前
年
度
に
比
べ

八
県
の
増
加
。

　

私
立
中
学
校
の
三
十
年
度
生
徒

総
数
は
二
十
四
万
一
千
八
百
六
十

二
人
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
千
四

十
七
人
減
少
し
て
い
た
。

　

県
単
位
で
は
、
総
生
徒
数
が
前

年
度
よ
り
減
少
し
た
の
は
二
十
五

道
府
県
、
増
加
し
た
の
は
二
十
都

府
県
で
あ
っ
た
。
生
徒
総
数
の
減

少
数
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
大

阪
府
の
二
百
七
十
四
人
で
、以
下
、

兵
庫
県
の
百
八
十
八
人
、
広
島
県

の
百
七
十
四
人
、
神
奈
川
県
の
百

七
十
二
人
、
岡
山
県
の
百
六
十
八

人
な
ど
だ
っ
た
。

　

本
連
合
会
は
、
六
月
五
日
、「
平

成
三
十
年
四
月
十
日
現
在
都
道
府

県
別
私
立
高
等
学
校
・
中
学
校
生

徒
数
と
前
年
度
と
の
比
較
」
を
ま

と
め
た
。
こ
の
調
査
は
、
本
連
合

会
が
都
道
府
県
私
学
協
会
の
協
力

を
得
て
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
高
校
、
中
学
校
の
生
徒
数

に
は
そ
れ
ぞ
れ
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
、
同
前
期
課
程
の
生
徒
数

を
含
ん
で
い
る
。
な
お
、
高
校
の

数
値
は
全
日
制
と
定
時
制
課
程
を

合
わ
せ
た
も
の
。

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
三
十
年

度
の
私
立
高
校
数
は
前
年
度
よ
り

一
校
多
い
千
三
百
三
十
九
校
、
入

学
者
数
は
三
十
五
万
二
千
二
百
六

十
四
人
で
、
前
年
度
よ
り
三
千
九

百
五
十
人
（
一
・
一
％
）
減
少
し

て
い
た
。

　

私
立
高
校
の
入
学
者
数
の
内
訳

を
見
る
と
、
全
日
制
が
三
十
五
万

三
百
六
十
人
、
定
時
制
が
八
百
二

十
九
人
、
中
等
教
育
学
校
後
期
課

本連合会

４
月
10
日
現
在
、生
徒
数

調
査
結
果
を
ま
と
め
る

私
立
中
学
の
入
学
者
微
増

平成30年4月10日現在都道府県別私立高等学校・中学校生徒数と前年度との比較
都道
府県

高校数�
(　) は全日制休
校数で内数

高校生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数（人） 中学校数�

(　) は休校数で
内数

中学校生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数（人）

１学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数
北海道 51 10,451 29,940 215 326 16（1） 952 2,945 ▲ 32 ▲ 29
青森 17 2,921 8,997 ▲ 298 ▲ 341 5 168 472 15 17
岩手 13 2,087 6,609 ▲ 342 ▲ 197 3 102 212 54 43
宮城 19 5,763 16,967 ▲ 111 ▲ 197 8 516 1,474 17 ▲ 1
秋田 5 809 2,418 ▲ 22 ▲ 31 1（1） － － － －
山形 14 3,137 9,100 ▲ 65 ▲ 72 － － － － －
福島 18（1） 3,437 10,198 ▲ 127 ▲ 79 8 256 764 ▲ 10 25
新潟 16 4,495 12,876 ▲ 21 179 4（1） 223 642 15 ▲ 2
茨城 26 7,137 21,146 14 ▲ 247 15 1,369 4,124 23 ▲ 54
栃木 15 5,454 16,616 ▲ 365 ▲ 125 8 505 1,453 43 3
群馬 13 4,239 12,811 ▲ 248 ▲ 156 6 436 1,292 9 18
埼玉 48 18,884 55,777 ▲ 96 ▲ 111 30 3,077 9,090 20 76
千葉 55 16,477 48,240 199 ▲ 19 25 3,293 9,780 35 117
神奈川 82（1） 24,131 71,305 147 123 67（4） 8,644 25,775 15 ▲ 172
東京 237（4） 59,217 176,137 ▲ 36 ▲ 109 187（4） 25,135 74,496 348 279
富山 10 2,159 6,179 ▲ 8 78 1 68 286 ▲ 46 ▲ 37
石川 10（1） 2,989 8,773 ▲ 98 46 3（1） 107 281 19 14
福井 7（1） 2,141 6,152 22 29 4 127 386 ▲ 2 ▲ 13
山梨 11 2,261 6,425 66 ▲ 57 8（2） 325 962 ▲ 1 ▲ 16
長野 18 3,731 10,804 ▲ 12 53 8 428 1,247 5 33
岐阜 15 3,957 11,695 ▲ 78 ▲ 17 9 484 1,441 21 ▲ 57
静岡 43 10,828 31,932 ▲ 113 ▲ 69 28（1） 1,689 5,130 ▲ 63 ▲ 32
愛知 56 20,608 61,201 ▲ 81 ▲ 302 23（1） 3,305 9,955 ▲ 10 ▲ 118
三重 13 3,521 10,471 ▲ 39 ▲ 94 11 847 2,557 10 6
滋賀 11 2,925 8,429 ▲ 1 202 7 524 1,739 ▲ 75 ▲ 144
京都 40（1） 10,676 31,465 ▲ 47 79 26（1） 2,899 8,692 ▲ 25 51
大阪 98 31,998 94,360 ▲ 602 ▲ 963 64 7,190 21,470 44 ▲ 274
兵庫 52 11,999 35,405 ▲ 29 ▲ 381 43（6） 4,039 12,263 ▲ 28 ▲ 188
奈良 17 3,390 10,482 ▲ 338 ▲ 311 12（1） 1,521 4,704 ▲ 107 ▲ 69
和歌山 9 1,652 4,827 ▲ 3 50 7 796 2,284 55 14
鳥取 8 1,095 3,387 ▲ 81 ▲ 93 3 99 313 ▲ 13 ▲ 13
島根 10 1,382 4,032 ▲ 45 ▲ 127 3 90 269 1 5
岡山 24 5,720 17,088 ▲ 185 ▲ 97 10 739 2,392 ▲ 90 ▲ 168
広島 36（1） 7,814 23,400 ▲ 397 ▲ 145 28（4） 2,418 7,326 ▲ 48 ▲ 174
山口 20 3,483 10,143 ▲ 64 ▲ 72 8 387 1,196 ▲ 21 31
徳島 3 264 863 ▲ 32 ▲ 18 2 144 408 17 ▲ 17
香川 10 2,277 6,318 175 100 5（1） 315 924 12 24
愛媛 14 3,091 8,898 ▲ 2 23 6 513 1,559 ▲ 29 ▲ 19
高知 9 1,830 5,499 ▲ 104 ▲ 199 8（1） 1,027 3,140 ▲ 30 ▲ 111
福岡 60 18,270 53,542 ▲ 171 ▲ 33 28 2,428 7,130 17 ▲ 87
佐賀 9 1,944 5,906 ▲ 177 ▲ 24 6 440 1,303 ▲ 12 12
長崎 22 3,941 11,819 ▲ 241 ▲ 315 14（4） 667 1,873 57 20
熊本 21 5,684 16,728 9 ▲ 120 9 488 1,372 ▲ 16 ▲ 23
大分 14 3,050 8,788 ▲ 52 68 4 234 753 ▲ 35 ▲ 34
宮崎 15 3,026 9,137 ▲ 141 ▲ 75 9 642 1,823 6 ▲ 15
鹿児島 21 4,943 14,183 82 204 10 697 1,939 75 20
沖縄 4 976 2,868 ▲ 7 46 6 742 2,226 ▲ 8 12
計 1,339（10） 352,264 1,040,336 ▲ 3,950 ▲ 3,590 796（34） 81,095 241,862 232 ▲ 1,047

計のうち高校全日制生徒数 350,360 1,034,177
対前年度
1.1%減
減少県 38

対前年度
0.3%減
減少県 32

計のうち中学校
生徒数 79,901 238,380

対前年度
0.3%減
減少県 21

対前年度
0.4%減
減少県 25

計のうち高校定時制生徒数 829 2,679 計のうち中等教
育学校（前期）
生徒数

1,194 3,482計のうち中等教育学校（後期）
生徒数 1,075 3,480

注 : ⑴中等教育学校を含む。同未稼働校を含む。⑵通信制を除く。⑶分校を含む。⑷専攻科生徒数は、30年度 6,422 人（外数）。別科は該当校なし。⑸
学校数は高校全日制・定時制併置校、中等教育学校（後期課程）はそれぞれ 1校とする。
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四
十
七
都
道
府
県
の
助
成
単
価
の

平
均
額
は
三
十
四
万
六
千
八
百
十

九
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
四
千
八

百
五
十
三
円
（
一
・
四
二
％
）
増

え
て
い
た
。
最
も
助
成
単
価
が
高

か
っ
た
の
は
鳥
取
県
の
四
十
六
万

八
千
四
百
九
十
四
円
で
、
国
の
財

源
措
置
額
（
国
庫
補
助
＋
地
方
交

付
税
措
置
、
三
十
三
万
一
千
八
百

六
円
）
を
四
一
・
二
％
上
回
っ
て

い
た
。
二
位
は
東
京
都
の
三
十
九

万
七
千
三
百
八
十
四
円
、
三
位
が

静
岡
県
の
三
十
七
万
七
百
六
円
、

四
位
が
石
川
県
の
三
十
六
万
九
千

五
百
六
十
八
円
、
五
位
が
佐
賀
県

の
三
十
六
万
五
千
八
百
九
十
四
円

だ
っ
た
。

　

助
成
単
価
の
高
い
自
治
体
が
あ

る
一
方
で
、
助
成
単
価
が
財
源
措

置
額
を
下
回
る
自
治
体
も
九
府
県

あ
り
、
そ
う
し
た
自
治
体
の
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

私
立
中
学
校
で
は
助
成
単
価
が

国
の
財
源
措
置
額
を
下
回
る
傾
向

は
よ
り
顕
著
で
、
全
国
四
十
五
都

道
府
県
（
私
立
中
学
校
が
な
い
県

が
二
県
あ
る
）で
財
源
措
置
額（
三

十
二
万
四
千
三
百
四
十
五
円
）
を

下
回
る
自
治
体
は
二
十
五
府
県
に

上
る
。
私
立
中
学
校
の
助
成
単
価

の
全
国
平
均
額
は
三
十
一
万
五
千

八
百
九
十
四
円
。
前
年
度
と
比
べ

二
千
七
百
八
円
、
〇
・
八
六
％
増

え
て
い
た
も
の
の
、
財
源
措
置
額

を
二
・
六
一
％
下
回
っ
て
い
た
。

最
も
助
成
単
価
が
高
い
県
は
鳥
取

県
で
四
十
四
万
一
千
百
九
十
八

円
、
最
も
助
成
単
価
が
低
い
県
は

神
奈
川
県
で
二
十
二
万
九
千
八
百

七
十
四
円
、
両
県
に
は
約
二
倍
の

開
き
が
あ
っ
た
。

　

中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

と
同
（
前
期
課
程
）
の
全
国
平
均

助
成
単
価
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
五
万

五
千
四
百
九
十
三
円
、
四
十
一
万

三
百
五
十
九
円
だ
っ
た
。
岡
山
県

が
平
均
額
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

　

高
校
（
広
域
以
外
の
通
信
制
）

の
助
成
単
価
の
平
均
額
は
七
万
八

百
十
三
円
だ
っ
た
。

　

本
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
四
十

七
都
道
府
県
の
平
成
三
十
年
度
当

初
予
算
に
お
け
る
私
立
高
等
学
校

等
経
常
費
助
成
の
生
徒
一
人
当
た

り
単
価
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、高
校（
全

日
制
・
定
時
制
）
に
関
し
て
は
、

平
成
30
年
度
都
道
府
県
の
助
成
単
価

47
都
道
府
県
で
出
そ
ろ
う
、
本
連
合
会
調
査

平成30年度都道府県当初予算における私立高等学校等
経常費助成（生徒１人当たり単価）一覧　　（単位円、％）

区  分
高等学校 ( 全日制 ･ 定時制 ) 中学校

29 年度
最終

30 年度
当初

対前年度
増減率

対財源措
置増減率

29 年度
最終

30 年度
当初

対前年度
増減率

対財源措
置増減率

北海道 351,569 353,369 0.51 6.50 319,809 324,345 1.42 0.00
青森 328,413 332,504 1.25 0.21 320,800 324,729 1.22 0.12
岩手 349,307 349,961 0.19 5.47 320,416 320,989 0.18 ▲ 1.03
宮城 328,413 332,155 1.14 0.11 306,661 309,318 0.87 ▲ 4.63
秋田 341,172 345,936 1.40 4.26 － － － －
山形 373,508 362,989 ▲ 2.82 9.40 － － － －
福島 348,348 360,566 3.51 8.67 320,800 324,785 1.24 0.14
新潟 347,211 348,572 0.39 5.05 319,124 323,381 1.33 ▲ 0.30
茨城 351,220 355,311 1.16 7.08 320,800 324,345 1.11 0.00
栃木 327,800 331,900 1.25 0.03 288,400 292,000 1.25 ▲ 9.97
群馬 357,303 359,594 0.64 8.37 320,800 324,729 1.22 0.12
埼玉 293,380 297,494 1.40 ▲ 10.34 253,931 253,931 0.00 ▲ 21.71
千葉 348,215 353,306 1.46 6.48 320,416 324,345 1.23 0.00

神奈川 310,553 315,604 1.63 ▲ 4.88 225,764 229,874 1.82 ▲ 29.13
東京 394,469 397,384 0.74 19.76 363,490 362,619 ▲ 0.24 11.80
富山 356,625 360,649 1.13 8.69 320,416 324,261 1.20 ▲ 0.03
石川 365,306 369,568 1.17 11.38 310,441 314,896 1.44 ▲ 2.91
福井 325,405 340,248 4.56 2.54 393,509 400,116 1.68 23.36
山梨 342,560 347,360 1.40 4.69 320,416 324,345 1.23 0.00
長野 328,290 332,497 1.28 0.21 320,416 324,345 1.23 0.00
岐阜 352,839 354,917 0.59 6.97 320,743 324,621 1.21 0.09
静岡 366,415 370,706 1.17 11.72 329,516 333,495 1.21 2.82
愛知 327,715 331,806 1.25 0.00 304,607 308,262 1.20 ▲ 4.96
三重 327,962 331,796 1.17 ▲ 0.00 320,416 324,169 1.17 ▲ 0.05
滋賀 321,000 322,000 0.31 ▲ 2.96 270,000 270,000 0.00 ▲ 16.76
京都 338,754 346,104 2.17 4.31 285,400 288,617 1.13 ▲ 11.02
大阪 308,050 308,200 0.05 ▲ 7.11 257,847 263,500 2.19 ▲ 18.76
兵庫 347,172 349,213 0.59 5.25 305,966 309,895 1.28 ▲ 4.46
奈良 337,500 342,500 1.48 3.22 252,500 255,000 0.99 ▲ 21.38

和歌山 329,560 329,830 0.08 ▲ 0.60 305,190 308,880 1.21 ▲ 4.77
鳥取 461,232 468,494 1.57 41.20 468,588 441,198 ▲ 5.85 36.03
島根 323,343 331,647 2.57 ▲ 0.05 315,289 324,261 2.85 ▲ 0.03
岡山 281,632 326,683 16.00 ▲ 1.54 289,316 293,176 1.33 ▲ 9.61
広島 358,219 358,710 0.14 8.11 320,416 320,845 0.13 ▲ 1.08
山口 340,500 342,500 0.59 3.22 264,000 266,000 0.76 ▲ 17.99
徳島 346,212 349,852 1.05 5.44 308,183 311,423 1.05 ▲ 3.98
香川 336,867 345,215 2.48 4.04 298,090 300,482 0.80 ▲ 7.36
愛媛 327,715 331,806 1.25 0.00 320,416 324,345 1.23 0.00
高知 340,413 343,806 1.00 3.62 320,800 324,345 1.11 0.00
福岡 353,583 357,674 1.16 7.80 320,800 324,729 1.22 0.12
佐賀 365,894 365,894 0.00 10.27 320,803 320,803 0.00 ▲ 1.09
長崎 353,597 356,990 0.96 7.59 320,800 324,345 1.11 0.00
熊本 323,193 336,692 4.18 1.47 320,416 324,316 1.22 ▲ 0.01
大分 337,865 343,905 1.79 3.65 320,800 324,729 1.22 0.12
宮崎 327,715 331,222 1.07 ▲ 0.18 320,416 323,909 1.09 ▲ 0.13

鹿児島 337,626 340,492 0.85 2.62 323,221 326,078 0.88 0.53
沖縄 330,771 334,863 1.24 0.92 322,421 326,457 1.25 0.65

単純平均 341,966 346,819 1.42 4.52 313,186 315,894 0.86 ▲ 2.61
財源措置 327,715 331,806 1.25 － 320,416 324,345 1.23 －

県数（≧財
源措置額） 39/47 38/47 － － 26/45 20/45 － －

注 ① 29 年度は最終（見込み）単価、30 年度は当初予算単価（国庫補助金の一般補助対応額）
であり、都道府県私立学校主管課に照会したものである｡ 但し石川県は 30 年度当初は骨格
予算のため 6 月補正単価。②いわゆる財源措置額は、国庫補助単価＋地方交付税単価であり、
28 年度までは国庫補助単価には加算分が含まれていたが、29 年度以降はこれを除外した一般
分のみに変更された。私立高等学校生徒授業料軽減費分（29・30 年度単価 12,800 円）は算
入していない。③茨城県 ( 高・中等教育・中・小・高通信）、東京都 ( 高・中・小・幼）、福井
県（高）、山梨県（高・中・小・幼）、長野県 ( 高・中等教育・中・小・幼・高校通信）、岐阜県（高・
中・小・幼）、愛知県（高・中）、滋賀県（高・中等教育・中・小・幼・高校通信）、広島県（高・
中・小・幼）、山口県（高・中・幼）、徳島県（高・中・小・幼）、福岡県（高・中等後期・幼）
の単価には「特別補助分」を含む。④青森県は積算方法を H30 国庫一般分単価＋ H28 国庫加
算分単価＋ H30 交付税単価に変更。⑤福井県は高校全・定について補助対象とする教職員数
の算定基準を見直し。⑥京都府は高校全定通単価のみ一般補助単価を従来の（前年度国補＋地
方交付税単価）＊ 0.95 に戻した。
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平
成
二
十
九
年
度
の
会
費
納
入

金
額
は
、
私
立
中
学
高
校
八
百
七

十
七
校
か
ら
の
千
百
五
十
三
万
八

千
七
百
五
十
七
円
で
あ
り
、
救
援

活
動
と
し
て
豪
雨
と
落
雷
に
よ
り

被
災
し
た
福
岡
県
内
の
学
校
に
見

舞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
た
。

　

な
お
、
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
は
昭
和
六
十
年
に
発
足
し
、
制

度
上
中
高
連
の
別
組
織
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
募
集
な
ど
の
経
験
を

踏
ま
え
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

は
本
連
合
会
の
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
。

　

実
際
に
、
七
年
前
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
東
北
、
北
関
東
を
中

心
に
多
く
の
私
立
中
学
高
校
が
被

災
し
、
当
時
集
め
ら
れ
た
義
援
金

も
加
え
八
十
四
校
に
五
千
六
百
八

十
万
円
、
被
災
生
徒
千
五
百
四
十

八
人
に
一
億
四
千
九
百
五
十
五
万

円
の
見
舞
金
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　

ま
た
記
憶
に
新
し
い
平
成
二
十

八
年
度
熊
本
地
震
で
は
義
援
金
も

加
え
熊
本
、
福
岡
、
大
分
の
私
立

中
学
高
校
二
十
四
校
と
被
災
生
徒

七
百
七
十
人
に
合
計
一
億
一
千
万

円
を
超
え
る
見
舞
金
、
支
援
金
を

贈
呈
し
た
。

生
徒
（
中
学
、
中
等
教
育
学
校
前

期
・
後
期
、
高
校
全
日
制
・
定
時

制
・
通
信
制
）
一
人
当
た
り
十
円
、

特
別
会
費
が
文
化
祭
等
で
の
収
益

金
と
い
っ
た
生
徒
会
活
動
等
か
ら

納
入
す
る
額
又
は
年
会
費
を
超
え

て
納
入
す
る
額
。
納
入
期
日
は
平

成
三
十
一
年
三
月
八
日
ま
で
（
加

盟
私
学
協
会
着
）。

　

本
基
金
で
は
、
地
震
や
風
水
害

等
で
被
災
し
た
私
立
中
学
高
校
に

災
害
見
舞
金
を
贈
呈
し
て
お
り
、

近
年
、
地
震
や
豪
雨
等
の
頻
発
に

よ
り
、
基
金
の
更
な
る
充
実
が
望

ま
れ
て
い
る
。

　

全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協
会

は
六
月
二
十
九
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
・
私
学
会
館
で
平
成

三
十
年
度
総
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
同
会
の
発
足
時
（
昭
和

六
十
一
年
二
月
八
日
）
か
ら
約
五

年
間
、会
長
を
務
め
た
三
浦
亮
一
・

元
愛
国
高
校
理
事
長
が
昨
年
十
二

月
に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
か
ら
出
席

者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

総
会
に
は
文
部
科
学
省
の
福
村

　

続
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
佐
藤
仁
作
会
長

の
後
任
に
額
賀
修
一
・
大
成
女
子

高
校
理
事
長
・
校
長（
茨
城
県
）が
、

ま
た
副
会
長
、
理
事
、
監
事
各
二

名
が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
額

賀
新
会
長
を
議
長
に
三
十
年
度
事

業
計
画
案
、
同
予
算
案
が
審
議
さ

れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

三
十
年
度
事
業
計
画
は
こ
れ
ま

で
通
り
私
立
看
護
高
校
の
充
実
・

振
興
事
業
、
実
態
調
査
の
実
施
及

び
調
査
報
告
書
の
刊
行
等
を
柱
と

し
、
三
十
年
度
か
ら
審
議
を
始
め

た
厚
生
労
働
省
の
看
護
基
礎
教
育

検
討
会
へ
も
対
応
し
て
い
く
。
最

後
に
福
村
教
科
調
査
官
に
よ
る
講

話
と
各
学
校
か
ら
情
報
交
換
が
行

わ
れ
た
。

知
加
子
・
初
等
中
等
教
育
局
児
童

生
徒
課
産
業
教
育
振
興
室
教
科
調

査
官
、
池
西
静
江
・
一
般
社
団
法

人
日
本
看
護
学
校
協
議
会
長
、
島

村
圭
一
・
全
国
看
護
高
等
学
校
長

協
会
理
事
長
、
本
連
合
会
の
吉
田

晋
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。

　

こ
の
中
で
吉
田
会
長
は
県
に
よ

っ
て
は
公
立
高
校
と
異
な
り
私
立

高
校
看
護
科
の
教
員
に
は
特
別
免

許
状
が
出
に
く
い
状
況
が
あ
る
こ

と
や
五
年
一
貫
教
育
の
専
攻
科
生

に
は
就
学
支
援
金
が
出
て
い
な
い

こ
と
な
ど
を
指
摘
、
改
善
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

　

こ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
度
事

業
報
告
、
同
決
算
報
告
、
同
会
計

監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

全
国
私
立
高
等
学
校
選
抜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
八
月
二
十
七
日

か
ら
三
十
日
ま
で
、
茨
城
県
龍
ヶ

崎
市
の
龍
ヶ
崎
市
総
合
運
動
公
園

体
育
館
（
た
つ
の
こ
ア
リ
ー
ナ
）

な
ど
四
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。
大

会
は
今
年
で
二
十
三
回
目
で
、
主

催
は
全
国
私
立
高
等
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
連
盟
。
主
管
は
茨
城
県
私

立
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

で
、
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
は

茗
溪
学
園
高
等
学
校
内
に
置
か
れ

る
。本
連
合
会
を
は
じ
め
、（
公
財
）

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
な
ど
が

後
援
す
る
。

　

試
合
は
地
区
選
抜
委
員
の
推
薦

な
ど
で
選
ば
れ
た
男
女
各
四
十
八

校
を
原
則
に
、
学
校
対
抗
の
団
体

戦
で
行
わ
れ
る
。
選
手
は
二
年
生

以
下
で
、
試
合
は
三
校
に
よ
る
予

選
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
各
リ
ー
グ

上
位
二
校
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
お
よ
び
下
位
１
校
に
よ
る

順
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行

う
。

　

優
勝
校
に
は
賞
状
、
優
勝
旗
、

優
勝
杯
（
持
ち
回
り
）
が
、二
位
・

三
位
校
に
は
賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
。

　

開
会
式
は
八
月
二
十
七
日（
月
）

十
五
時
か
ら
、
た
つ
の
こ
ア
リ
ー

ナ
で
催
さ
れ
る
。

い
る
。

　

会
費
は
、
年
会
費
が
教
職
員
、

は
、
現
在
、
平
成
三
十
年
度
会
費

の
納
入
を
各
学
校
に
呼
び
か
け
て

　

本
連
合
会
が
運
営
し
て
い
る

「
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」
で

私学ボラン
ティア基金

平　

成

30
年
度

８
月
下
旬
、
茨
城
で
全
国
私
立
高
校

選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

会
費
納
入
に
ご
協
力
を

被
災
校
に
対
す
る
支
援
の
資
金
に

　
　
　
　

本
連
合
会
な
ど
が
後
援

あいさつする額賀新会長

全国私立看護
高等学校協会

総
会
で
30
年
度
事
業
計
画
な
ど

決
定

会
長
に
額
賀
氏（　
　
　

）就
任

大
成
女
子
高
校

理
事
長
・
校
長
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政
府
は
六
月
十
五
日
、「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

二
〇
一
八
～
少
子
高
齢
化
の
克
服

に
よ
る
持
続
的
な
成
長
経
路
の
実

現
～
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の

方
針
」
と
呼
ば
れ
る
政
府
の
重
要

方
針
で
、
次
年
度
以
降
の
概
算
要

求
に
大
き
く
影
響
す
る
。

　

同
方
針
で
は
、
日
本
経
済
の
力

強
い
成
長
の
実
現
に
向
け
潜
在
成

長
力
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
人
づ

く
り
革
命
の
実
現
と
拡
大
を
大
き

く
打
ち
出
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
①
幼
児
教
育
の
無
償
化
、
②
待

機
児
童
問
題
の
解
消
、
③
高
等
教

育
の
無
償
化
、
④
介
護
人
材
確
保

の
た
め
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
、

⑤
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の
実
質

無
償
化
、
⑥
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

抜
本
的
拡
充
、
⑦
大
学
改
革
、
⑧

人
生
百
年
時
代
を
見
据
え
、
意
欲

あ
る
高
齢
者
へ
の
働
く
場
の
準
備

―
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
⑤
「
私
立
高
等
学
校

授
業
料
の
実
質
無
償
化
」
に
関
し

て
は
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か

わ
ら
ず
、
幅
広
い
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
と
の
観
点
か

ら
、
年
収
五
百
九
十
万
円
未
満
世

帯
を
対
象
と
し
た
私
立
高
校
授
業

料
の
実
質
無
償
化
を
実
現
す
る
、

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
の
質
の
向
上
に
向

け
、
地
域
振
興
の
核
と
し
て
の
高

校
の
機
能
強
化
、
就
職
を
希
望
す

る
高
校
卒
業
予
定
者
が
一
度
に
応

募
で
き
る
企
業
は
一
人
一
社
と
す

る
就
職
慣
行
（
当
該
企
業
の
内
定

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
み
他

の
企
業
に
応
募
で
き
る
）
の
見
直

し
、
学
校
現
場
で
の
適
正
な
勤
務

時
間
管
理
の
徹
底
や
業
務
の
効
率

化
等
を
進
め
る
。

　

一
方
、
経
済
・
財
政
一
体
改
革

の
推
進
に
関
し
て
は
、
七
年
後
の

二
〇
二
五
年
度
に
国
・
地
方
を
合

わ
せ
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン

ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
）
の
黒
字

化
を
目
指
し
、
進
捗
を
管
理
す
る

た
め
中
間
年
で
あ
る
二
〇
二
一
年

度
に
中
間
指
標
を
設
定
す
る
方

針
。
特
に
文
教
・
科
学
技
術
等
の

分
野
で
は
、
私
学
助
成
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
教
育

の
質
に
応
じ
た
メ
リ
ハ
リ
付
け
や

教
育
の
質
が
確
保
さ
れ
ず
定
員
割

れ
と
な
っ
て
い
る
大
学
及
び
赤
字

経
営
の
大
学
等
へ
の
助
成
停
止
な

ど
を
含
め
た
減
額
の
強
化
を
打
ち

出
し
て
い
る
。

け
て
は
、
共
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

と
し
て
、
①
基
盤
シ
ス
テ
ム
等
へ

の
投
資
促
進
、
②
Ａ
Ｉ
時
代
に
対

応
し
た
人
材
の
育
成
等
、
③
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
大
学
改

革
と
産
学
官
連
携
を
打
ち
出
し
て

5.0

」
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、「Society 5.0

」
と
は
、
狩

猟
、
農
耕
、
工
業
、
情
報
社
会
に

続
く
、
五
番
目
の
経
済
社
会
の
こ

と
を
言
う
。

　
「Society 5.0

」
の
実
現
に
向

　

政
府
は
六
月
十
五
日
、「
未
来

投
資
戦
略
２
０
１
８
」
を
閣
議
決

定
し
た
。

　

こ
の
中
で
は
、
基
本
方
針
と
し

て
産
業
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
生

産
性
向
上
を
徹
底
的
に
進
め
、
人

口
減
少
・
高
齢
化
な
ど
様
々
な
社

会
的
課
題
を
解
決
し
た
「Society 

と
し
て
お
り
、「
人
づ
く
り
革
命
」

の
実
現
に
向
け
て
八
つ
の
重
要
政

策
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
私

立
高
校
に
関
し
て
は
、
授
業
料
の

実
質
無
償
化
を
実
現
す
る
と
し
て

お
り
、
年
収
五
百
九
十
万
円
未
満

世
帯
を
対
象
に
私
立
高
校
の
平
均

授
業
料
（
約
四
十
万
円
）
を
支
給

す
る
と
し
て
い
る
。

い
る
。

　

こ
の
う
ち
②
Ａ
Ｉ
時
代
に
対
応

し
た
人
材
の
育
成
等
で
は
、
初
等

中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
教

育
の
強
化
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年

度
ま
で
に
普
通
教
室
で
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
率
を
一
〇
〇
％
に
し
、

全
て
の
教
員
が
授
業
で
Ｉ
Ｔ
を
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
つ
い
て
も
三
ク
ラ
ス
に
一

ク
ラ
ス
の
割
合
で
整
備
す
る
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
女
子
生
徒
の
理
系

分
野
へ
の
進
学
促
進
、
理
数
系
に

優
れ
た
素
質
を
持
つ
子
供
へ
の
支

援
等
を
行
い
、
二
〇
一
九
年
度
ま

で
に
学
校
現
場
で
の
Ａ
Ｉ
等
の
活

用
事
例
の
創
出
及
び
活
用
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
二
〇

二
〇
年
度
か
ら
は
活
用
事
例
の
普

及
等
を
進
め
て
い
く
と
し
た
。

　

一
方
、
大
学
等
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

人
材
の
供
給
拡
大
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
中
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
で
「
情
報
Ⅰ
」
を
出
題
科
目
と

す
る
こ
と
の
検
討
を
開
始
し
、
共

通
テ
ス
ト
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で

行
う
方
法
等
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

基
本
構
想
で
は
、
幼
児
教
育
、

高
等
教
育
の
無
償
化
、大
学
改
革
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
拡
充
等
を
柱

構
想
は
（
人
づ
く
り
革
命
の
）
屋

台
骨
と
主
要
政
策
と
な
る
」
と
述

べ
て
お
り
、
基
本
構
想
の
中
身
は

　

政
府
の
人
生
１
０
０
年
時
代
構

想
会
議
（
議
長
＝
安
倍
晋
三
・
内

閣
総
理
大
臣
）
は
六
月
十
三
日
、

総
理
官
邸
で
第
九
回
会
議
を
開
催

し
、
安
倍
内
閣
が
進
め
る
「
人
づ

く
り
革
命
」
の
基
本
構
想
を
取
り

ま
と
め
た
。

　

安
倍
総
理
は
会
議
後
、「
基
本

六
月
十
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
２
０
１
８
」
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

私
立
高
校
授
業
料
を
実
質
無
償
化

年
収
５
９
０
万
円
未
満
の
世
帯
対
象
に
実
施
の
方
針

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
８

未
来
投
資
戦
略
２
０
１
８

「
人
づ
く
り
革
命
」
基
本
方
針 初

等
中
等
教
育
段
階
で
Ａ
Ｉ
教
育
を
強
化

私
立
高　
　

 

が
重
要
政
策
に

授
業
料
実

質
無
償
化
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自
由
民
主
党
の
教
育
再
生
実
行

本
部
は
五
月
十
七
日
、
高
等
教
育

改
革
部
会
の
提
言
な
ど
に
基
づ
く

「
第
十
次
提
言
」
を
ま
と
め
た
。

　

こ
の
中
で
は
今
後
目
指
す
べ
き

高
等
教
育
の
役
割
や
「
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
」
の
方
向
性
、

　
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
の
効
果

的
な
活
用
の
在
り
方
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
会
議
が
六
月

八
日
、
文
部
科
学
省
内
で
初
会
合

を
開
い
た
。
同
会
議
で
は
「
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
」
の
効
果
的
な
活
用

　

中
央
教
育
審
議
会
・
初
等
中
等

教
育
分
科
会
の
「
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
特
別
部
会
」（
部
会

長
＝
小
川
正
人
・
放
送
大
学
教
養

学
部
教
授
）
は
最
終
ま
と
め
の
年

内
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
議
論
を

重
ね
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
「
学
校
の
組
織
運

「
卒
業
後
拠
出
金
制
度
」
の
創
設

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
「
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
勤
務

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
、
教

員
の
勤
務
時
間
の
上
限
を
示
す
と

と
も
に
、
勤
務
時
間
を
客
観
的
な

記
録
で
管
理
す
る
と
し
て
い
る
。

法
や
留
意
点
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
を
目
指
し
、
年
内

の
と
り
ま
と
め
・
公
表
に
向
け
議

論
を
重
ね
る
予
定
。

　

座
長
は
堀
田
龍
也
・
東
北
大
学

大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
教
授
。

委
員
は
公
立
小
・
中
学
校
の
校
長

や
教
諭
、
大
学
の
情
報
科
学
や
教

育
学
な
ど
の
研
究
者
、
教
科
書
協

会
関
係
者
ら
十
二
人
。

　

初
会
合
で
は
ガ
イ
ド
ラ
ン
に
盛

り
込
む
べ
き
事
項
案
が
提
示
さ

れ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
の
目
的
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
主
な
機
能
例
な

ど
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
効

果
的
な
活
用
方
法
に
関
し
て
は
、

従
来
の
研
究
に
基
づ
く
活
用
方
法

を
個
別
学
習
、
一
斉
学
習
な
ど
場

面
ご
と
に
整
理
し
て
お
り
、
使
用

上
の
留
意
点
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル

性
を
示
し
て
い
る
。
教
員
以
外
の

体
制
見
直
し
に
つ
い
て
は
、「
事

務
職
員
の
校
務
運
営
へ
の
参
画
拡

大
」に
加
え
て
、「
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ダ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
」
や
「
校

務
分
掌
の
た
め
包
括
的
な
グ
ル
ー

プ
を
編
成
し
、
そ
こ
で
主
幹
教
員

が
責
任
者
を
務
め
る
」
と
の
方
向

ッ
フ
の
配
置
の
充
実
」
も
方
策
と

し
て
示
し
て
い
る
。そ
の
う
え
で
、

国
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
方
策
の

具
体
的
な
モ
デ
ル
の
提
示
や
、
体

制
の
整
備
等
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、「
保
護
者
や
地
域
住
民
等
の

学
校
運
営
へ
の
参
画
推
進
」
も
、

学
校
・
教
師
の
業
務
の
適
正
化
に

論
を
重
ね
て
お
り
、
教
員
の
中
で

も
副
校
長
・
教
頭
の
勤
務
時
間
が

特
に
長
い
と
い
う
現
状
に
対
し

「
主
幹
教
員
な
ど
の
ミ
ド
ル
リ
ー

営
体
制
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
議

そ
の
ほ
か
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
る
業
務
負
担
の
軽

減
、
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
の
導
入
及
び
給
特
法
の
見
直
し

等
も
検
討
課
題
に
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
卒
業
後
拠
出
金
制
度
」

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
高
等
教
育
拠
出
金
制
度
を
参
考

に
国
が
学
生
の
授
業
料
、
入
学
金

の
費
用
を
立
て
替
え
、
学
生
が
卒

業
し
た
後
に
は
、
本
人
の
支
払
い

能
力
に
応
じ
て
所
得
の
一
定
割
合

を
納
付
し
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組

み
を
提
案
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

政
府
が
検
討
し
て
い
る
高
等
教
育

の
無
償
化
案
で
は
、
消
費
税
の
増

税
部
分
を
財
源
に
低
所
得
者
層
へ

の
支
援
を
行
う
と
し
て
お
り
、
本

提
言
と
は
異
な
る
方
向
性
に
な
っ

て
い
る
。

つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。

　

同
特
別
部
会
は
今
後
、「
学
校

の
労
働
安
全
衛
生
」
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
行
う
予
定
。
労
働

安
全
衛
生
法
で
は
、
教
職
員
五
十

人
以
上
で
あ
れ
ば
産
業
医
を
選
任

し
、
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
同

部
会
で
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
課

題
の
洗
い
出
し
や
改
善
方
策
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

教
科
書
は
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
な
い
」
と

い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
は
「
現
場
に
混
乱
を

も
た
ら
さ
な
い
よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
あ
る
程
度
ス
ト
ー
リ
ー
を

持
っ
た
形
に
し
た
い
」「
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
を
積
極
的
に
使
う
意
義

を
冒
頭
に
入
れ
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
健

康
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
聞

か
れ
る
こ
と
か
ら
、
柴
田
隆
史
委

員
（
東
京
福
祉
大
学
教
育
学
部
教

授
）
か
ら
「
健
康
面
に
関
す
る
人

間
工
学
的
配
慮
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
の

照
明
器
具
の
映
り
込
み
を
抑
え
る

具
体
策
や
、
教
室
で
の
工
夫
等
が

報
告
さ
れ
た
。
柴
田
委
員
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
近
視
進
行
の
予

防
・
抑
制
と
の
観
点
か
ら
も
指
針

を
示
す
、
養
護
教
諭
と
も
連
携
を

図
っ
て
児
童
生
徒
の
健
康
面
に
配

慮
す
る
、
保
護
者
に
も
説
明
や
案

内
を
行
っ
て
適
切
な
使
い
方
の
理

解
を
深
め
る
―
―
な
ど
と
い
っ
た

方
向
性
を
提
示
し
た
。

　

次
回
の
会
議
は
八
月
か
九
月
に

開
催
さ
れ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
骨
子

案
を
検
討
す
る
予
定
。

卒
業
拠
出
金
制
度　

第
十
次
提
言

創
設

な
ど

ま
と

め
る

自
由
民
主
党
教
育
再
生
実
行
本
部

中
教
審
・
働
き
方
改
革
特
別
部
会

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
的

活
用
で
検
討
会
議

文
科
省

今
後
、
学
校
の
労
働
安
全
衛
生　

議
論

の
在

り
方
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一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
５
月
15
日
、
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
私
学
会
館
）

に
お
い
て
第
13
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
同
会
議
で
は
、
平
成
29
年

度
事
業
報
告
案
、同
決
算
報
告
案
、

理
事
及
び
監
事
の
選
出
並
び
に
顧

問
の
推
戴
に
つ
い
て
審
議
し
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
６
月
５
日
、
同
所
に
お
い

て
第
７
回
評
議
員
会
を
開
催
し

た
。
同
会
議
で
は
、
第
13
回
理
事

会
で
の
承
認
事
項
（
平
成
29
年
度

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
）
が
報

告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
29
年

度
の
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財
産

増
減
計
算
書
並
び
に
理
事
及
び
監

事
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

更
に
、
同
日
付
け
の
定
款
第
41

条
の
決
議
の
省
略
に
よ
る
（
書
面

表
決
）
理
事
会
に
お
い
て
、
次
期

代
表
理
事
に
吉
田
晋
理
事
長
が
、

業
務
執
行
理
事
に
平
方
邦
行
副
理

事
長
、
山
中
幸
平
副
理
事
長
及
び

中
川
武
夫
所
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
定

（
再
任
）
さ
れ
た
。

　

日
私
教
研
は
、
今
年
度
の
３
事

業
（
全
国
初
任
研
・
中
堅
研
・
教

員
免
許
状
更
新
講
習
）
の
開
催
を

控
え
、
５
月
14
日
、
東
京
都
千
代

田
区
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、

第
17
回
私
立
学
校
初
任
者
研
修
等

事
業
検
討
委
員
会
（
平
方
邦
行
委

員
長
）
を
開
催
し
、
３
事
業
の
基

本
方
針
と
運
営
方
法
に
つ
い
て
協

議
・
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

３
事
業
の
運
営
を
直
接
担
当
す
る

私
立
学
校
初
任
者
研
修
等
運
営
委

員
会
が
、
東
日
本
（
須
藤
勉
委
員

長
）
は
５
月
18
日
に
日
私
教
研
に

て
、西
日
本
（
西
山
啓
一
委
員
長
）

は
５
月
19
日
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
て
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
日
私
教
研
よ

り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

６
月
７
日
・
８
日
、
石
川
県
金

沢
市
・
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
金
沢
を
会
場
に
開
催
し
、

25
都
道
府
県
か
ら
私
立
中
学
高
校

の
理
事
長
・
校
長
ら
管
理
職
103
名

が
参
加
し
た
。
今
回
の
研
修
会
で

は
「
新
た
な
教
育
の
潮
流
と
私
学

の
針
路
～
教
育
と
経
営
の
課
題
解

決
に
向
け
て
～
」
を
研
究
の
ね
ら

い
に
掲
げ
、
創
業
111
年
を
迎
え
る

和
倉
温
泉
「
株
式
会
社 

加
賀
屋
」

相
談
役
の
小
田
禎
彦
氏
に
よ
る
基

調
講
演
や
、
石
川
県
私
学
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
、
日
私

教
研
及
び
中
高
連
幹
部
か
ら
教
育

改
革
に
つ
い
て
の
講
演
、
情
報
公

開
、
働
き
方
改
革
等
に
関
す
る
報

告
が
行
わ
れ
た
。
開
催
県
の
私
学

や
大
学
関
係
者
を
交
え
た
パ
ネ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、

教
育
懇
談
会
に
お
い
て
参
加
者
同

士
が
交
流
を
深
め
た
。
２
日
目
は

約
２
時
間
半
に
亘
る
意
見
交
換
会

に
始
ま
り
、星
稜
中
学
高
等
学
校
、

北
陸
学
院
中
学
高
等
学
校
に
て
授

業
視
察
及
び
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
非
常

に
充
実
し
た
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

来
年
度
は
大
阪
府
大
阪
市
で
６

月
６
日
・
７
日
に
開
催
予
定
。

　

５
月
11
日
・
12
日
、千
葉
県
市
川

市
・
市
川
中
学
高
等
学
校
及
び
東

京
都
千
代
田
区
・
上
智
大
学
四
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
上
智
大
学

言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
で
実
施
し
、
全
国
か
ら
67
名
の

英
語
科
教
員
が
参
加
し
た
。
初
日

は
市
川
中
学
高
等
学
校
に
て
研
究

授
業
の
視
察
を
行
っ
た
後
、意
見
・

情
報
交
換
の
時
間
を
設
け
た
。２

日
目
は
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
会
場
を
移
し
、
吉
田
研
作
・

上
智
大
学
特
別
招
聘
教
授
・
言

語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
講

演
「
新
し
い
大
学
入
試
と
そ
の
影

響
」、藤
田
保
・
同
大
学
言
語
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
・
副
セ
ン

タ
ー
長
の
講
演
「
新
し
い
時
代
の

英
語
教
育
～
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
に
向
け
て
～
」、文
部
科
学
省

事
業「
英
語
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー

中
央
研
修
」
受
講
者
に
よ
る
実
践

発
表
を
行
っ
た
。
関
係
者
の
協
力

に
よ
り
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

　

な
お
、「
外
国
語
（
英
語
）
教

育
改
革
特
別
部
会
」【
西
日
本
エ

リ
ア
】
は
平
成
31
年
２
月
頃
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

６
月
４
～
６
日
の
２
泊
３
日
で

千
葉
県
千
葉
市
・
ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
タ
ワ
ー
幕
張
で
開
催
さ
れ
、
95

名
が
参
加
し
た
。
研
修
会
は
福
中

儀
明
・
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
私

学
振
興
財
団
理
事
長
の
講
演
「
私

学
教
員
の
心
得
」
で
幕
を
開
け
、

教
科
指
導
・
生
徒
指
導
・
学
級
経

営
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
員
の
談

義
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
重
ね
、
遊

間
千
明
・
千
葉
県
警
察
本
部
生
活

安
全
部
少
年
課
少
年
セ
ン
タ
ー
上

席
相
談
専
門
員
に
よ
る
生
活
指
導

上
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
問
題
に
つ
い

て
の
講
義
、
長
尾
雪
子
・
日
本
マ

ナ
ー
Ｏ
Ｊ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

協
会
シ
ニ
ア
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
「
社
会
人
の
た
め

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
の
講
義
が

行
わ
れ
た
。
同
地
区
研
修
会
独
自

の
「
自
分
達
で
考
え
る
学
校
づ
く

り
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
活
発

に
行
わ
れ
、
最
終
日
に
は
次
年
度

４
月
開
校
の
た
め
の
学
校
説
明
会

と
い
う
設
定
で
、
６
グ
ル
ー
プ
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
今
年
度
は
、
教
育
制
度
改
革

や
大
学
入
試
改
革
、
部
活
動
の
在

り
方
な
ど
、
近
年
の
教
育
問
題
を

踏
ま
え
た
学
校
づ
く
り
を
行
っ
た

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
充
実
し
た
３

日
間
と
な
っ
た
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会

　
　

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会

　

12
月
７
日
、
京
都
府
京
都
市
・

京
都
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会

場
に
開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
未

来
と
夢
を
、
私
学
に
託
す
～
未
知

の
時
代
に
躍
動
す
る
学
校
の
創
生

～
」。
京
都
大
学
大
学
院
前
教
育

学
研
究
科
長
・
教
育
学
部
長
で
京

都
大
学
白
眉
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
、
京
都
大
学
私
学
経
営
ア
カ
デ

ミ
ー
主
任
講
師
の
髙
見
茂
氏
が
基

調
講
演
を
行
う
。
ま
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
・

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
の
立
命
館
中
学
高

等
学
校
の
視
察
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
等
の
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。50
名
定
員
・

夏
以
降
募
集
開
始
予
定
。

○
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
大
会

　

10
月
25
日
・
26
日
、
鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
・
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

で
開
催
す
る
。
研
究
の
ね
ら
い

は
「
新
時
代
に
向
け
た
さ
ら
な
る

私
学
の
躍
進
」。
私
学
経
営
部
会
、

教
育
課
程
部
会
、
法
人
管
理
事
務

運
営
部
会
、
進
路
指
導
部
会
、
生

徒
指
導
部
会
、
国
際
教
育
部
会
の

計
６
部
会
を
実
施
す
る
。
600
名
定

員
・
10
月
５
日
申
込
締
切
。

日
私
教
研
だ
よ
り

第
13
回
理
事
会
・

第
７
回
評
議
員
会
開
催

第
17
回
初
任
者
研
修
等

事
業
検
討
委
員
会
等
開
催

私
学
経
営
研
修
会
開
催

私
立
学
校
特
別
研
修
会

外
国
語（
英
語
）教
育
改
革

特
別
部
会
開
催
【
東
日
本
エ
リ
ア
】

私
立
学
校
初
任
者
研
修
地
区
研
修
会

【
関
東
地
区
千
葉
県
研
修
会
】

秋
季
・
冬
季
研
修
会
の
ご
案
内

※
各
研
修
会
・
報
告
会
・
委
託

研
究
員
募
集
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
随
時
日
私
教
研
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
実
施
案

内
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。


